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実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

７
月

０
４

日
(
月
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晴
 

◇
参

加
者
；
熊
野
修
験

熊
野
修
験

熊
野
修
験

熊
野
修
験
；
高

木
亮

英
、
高

木
智

英
、
阪

本
修

一
、
生

熊
青

瀧
。

 

 
 

 
 

 
浅

村
朋

伸
・

仏
師

仏
師

仏
師

仏
師
(
奈

良
市

)
 

玉
岡

憲
明

・
明

、
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

生
熊

敏
男

、
 

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、

大
江

加
予

子
、

畑
林

秀
味

・
清

子
、
 

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
。

１
２

名
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先
般

、
熊

野
修

験
奥

駈
修

行
に

参
加

さ
れ

た
方

か
ら

、
行

仙
宿

行
者

堂
の

役
行

者
像

修
復

必
要

を
指

摘
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
奈

良
市

在
住

の
浅

村
朋

伸
・

仏
師
( 園

城
寺

伝
統

技
法

教
習

院
で

修
行

後
に

独
立
) に

修
復

検
分

を
し

て
頂

き
、

そ
の

報
告

を
受

け
世

話
人
( 玉

岡
、

山
上

、
川

島
、

沖
﨑
) で

協
議

し
て

、
応

急
処

置
で

無
く

、
降

ろ
し

て
修

復
す

る
こ

と
を

決
め

ま
し

た
。
 

役
行

者
像

の
お

性
抜

き
は

、
山

上
氏

の
計

ら
い

で
、

青
岸

渡
寺

・
高

木
亮

英
師

に
相

談
の

結
果

、
快

諾
を

頂
き

熊
野

修
験
( 高

木
亮

英
・
大

導
師

、
高
木

智
英

、
阪

本
修

一
、

生
熊

青
瀧

師
) で

執
り

行
わ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
 

週
間

予
報

と
異

な
り

、
梅

雨
明

け
の

気
圧

配
置

に
な

り
絶

好
の

天
気

に
恵

ま
れ

た
。
 

熊
野

修
験

の
方

達
と

は
、

宮
井

大
橋

を
渡

っ
た

広
い

路
側

帯
で

７
時

に
合

流
す

る
事

に
な

り
、

７
時

少
し

前
に

到
着

す
る

と
、

後
続

車
は

高
木

亮
英

師

の
車
( 生

熊
氏

同
乗
) で

あ
つ

た
。

ご
子

息
の

智
英
( 大

阪
) と

阪
本
( 堺

市
) さ

ん

は
、

登
山

口
で

合
流

す
る

と
の

こ
と

。
 

車
外

で
簡

単
な

挨
拶

を
済

ま
せ

る
と

高
木

亮
英

師
か

ら
、「

行
仙

宿
行

者
尊

像
修

復
御

寄
進

」
祝

儀
袋
( 壱

拾
万

円
) を

頂
戴

す
る

。
本

来
、

お
礼

を
す

べ

き
は

当
方

な
の

に
・

・
・

有
難

く
拝
領

し
た

。
 

８
時

前
に

登
山

口
に

着
く

と
、

熊
野

修
験

の
お
二

人
は
既

に
待
機

、
前
夜

行
仙

宿
泊
( 持
経

宿
で

宿
泊
) と
聞

い
て

い
た

青
木

、
梶

野
氏

に
迎
え

ら
れ

た

が
、
モ
ノ
レ

ー
ル

は
始
点

に
待
機

し
て

い
な

く
、
生

熊
氏
が

降
ろ

し
に

上
る

。
 

直
会

・
弁

当
、

児
嶋

氏
の
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ
ル

と
道
具
類

、
各
自
ザ
ッ
ク

、

背
負

子
を
積
み

生
熊

・
川

島
が
最
初

に
上

る
。

大
江

、
畑

林
、

濱
野

、
児

嶋

氏
は

、
歩

い
て
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
へ

。
２
便
目

は
、

山
上

さ
ん

の
運
転

で
熊

野
修

験
の

方
々

、
３
便
目

は
、

浅
村

仏
師

と
像

を
降

ろ
す
資
材

を
運
び

上
げ

る
為

、
青

木
、

梶
野

氏
が
付

き
添
う

こ
と

に
す

る
。
 

大
江

、
畑

林
さ

ん
は

、
第
二
ベ
ン
チ
へ

上
る
尾
根

で
お

堂
に
供
え

る
シ
キ

ミ
を
採

り
な
が

ら
登

ら
れ

て
お

り
、

川
島

は
追

い
越

し
、
鉄
塔

を
過
ぎ

た
峪

手
前

の
木
陰

で
休
憩

し
て

い
る

人
を
見

つ
け

る
。
 

本
行

事
は
遠
慮

す
る

と
言

わ
れ

て
い

た
玉

岡
憲

明
さ

ん
と

明
君

で
、
ビ
ッ

ク
リ

す
る

と
同

時
に

、
御

大
が

立
会

っ
て

頂
け

る
事

に
有

り
難

い
思

い
に

な

る
。

玉
岡

さ
ん

は
、

登
山

口
７

時
頃

か
ら
モ
ノ
レ

ー
ル

を
使

わ
ず

登
っ

て
来

ら
れ

と
の

こ
と

、
御
歳
９

２
歳

ま
だ

ま
だ

お
元

気
だ

。
 

川
島
が
９

時
前

に
先

着
。
尾
根
筋

は
涼

し
い
風
が
吹

き
、
汗
が
引

い
て
ゆ

き
心
地
が

良
い

。
お

堂
の
鍵

を
開

け
、
宿
内

の
窓

を
網
戸

に
開
放

、
食

事
台

を
出

す
と
カ
ビ

で
白

く
な

っ
て

お
り

、
雑
巾
掛

け
す

る
。
 

大
江

、
畑

林
さ

ん
が

到
着

し
、
堂
内

清
掃

と
シ
キ
ミ

と
お
供
え

の
野
菜
( 胡

瓜
・
茄

子
・
ト
マ
ト
) を
三
宝

に
盛

っ
て
貰
う

。
菓

子
は

山
上

氏
が
調

達
。
 

玉
岡

さ
ん
も

到
着

さ
れ

、
お

堂
前

に
幟
旗

を
立

て
る
よ
う

指
示
が

あ
る

。
 

 
 

 

熊
野

修
験

一
行

勢
揃

い
 

 
 

山
上

氏
先

導
で

熊
野

修
験

一
行

到
着
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９
時

１
０

分
頃

に
熊

野
修

験
一

行
が

到
着

さ
れ

、
直

ぐ
に

堂
内

で
お

性
抜

き
供
養

の
祭
壇

を
整
え

て
頂

く
。
又

、
お

性
根

抜
き

す
る

役
行

者
像

を
手

前

真
ん
中

寄
り

に
寄

せ
る

。
 

 
 

 

お
性

根
抜

き
の

祭
壇

準
備
 

大
先

達
・

高
木

亮
英

導
師

 
 

お
性

根
抜

き
供

養
 

 仏
師

の
浅

村
氏
も

到
着

さ
れ

、
９

時
半
よ

り
、

大
先

達
・

高
木

亮
英

導
師

に
、

お
性
根

抜
き

の
読
経
勤

行
が

、
法
螺

の
音

を
合
図

に
執

行
さ

れ
る

。
 

 
 

 

お
性

根
抜

き
供

養
 

 
 

 
 

 
御

参
り

す
る

山
彦

ぐ
る

ー
ぶ

会
友
 

 し
め
や

か
に
厳

か
な
中

に
般
若
心
経
が
３

回
唱
え

ら
れ

、
１

０
時

に
終
了

。

高
木

大
導

師
か

ら
お

性
根

抜
き

後
の

ご
挨

拶
が

あ
る

。
宿
内

で
簡
便

な
 

直
会
弁

当
を
食

べ
な
が

ら
歓

談
す

る
予
定

で
し

た
が

、
高

木
亮

英
師

は
、
午

後

か
ら
仕

事
・

来
客
等
が

あ
り

、
ど
う

し
て
も
下

山
さ

れ
る

と
の

事
。
 

行
者

堂
の

前
で

玉
岡

相
談

役
の

行
者

像
の

い
き

さ
つ
等

の
ご

挨
拶
が

あ
り

、

川
島

は
、
業
務
多
忙

の
中

、
お

性
根

抜
き
供
養

に
来

宿
来

堂
下

さ
っ

た
御

礼

と
浅

村
仏

師
へ

の
修

復
依
頼
経
緯

と
簡

単
な
紹
介

を
す

る
。
 

浅
村

仏
師

か
ら

は
、
思

い
も

し
な

い
人

と
人

の
つ

な
が

り
に
よ

り
修

復
の

依
頼

を
受

け
、

平
行

し
た
仕

事
の
中

で
す
が

、
精

一
杯

修
復
致

し
ま

す
と

ご

挨
拶
が

あ
り

ま
し

た
。
  

 
 

大
導

師
の

挨
拶

 
 

 
玉

岡
・

川
島

・
浅

村
氏

挨
拶

 
 

挨
拶

拝
聴

 
 

 

 
 

 

記
念

撮
影

 
 

 
 

 
 

お
性

根
抜

き
役

行
者

像
 

 
尊

像
修

復
宜

し
く

！
 

 

記
念
撮
影

後
、
熊

野
修

験
一

行
は

、
弁

当
を
持

っ
て
下

山
さ

れ
事

に
な

り
、
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お
布

施
の

名
目

で
足
代

を
手

渡
し

、
梶

野
氏
が
モ
ノ
レ

ー
ル

を
運
転

し
て

登

山
口

ま
で
送

っ
て
貰
う

。
 

修
復

す
る

役
行

者
像

は
、

外
れ

た
箇
所

、
外

れ
る
部
材

を
一
品
ず

つ
丁
寧

に
梱
包

さ
れ

、
浅

村
氏

に
お

１
人

に
お
任

せ
す

る
。
 

児
嶋

氏
は

、
現

在
の
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
( ４

０
Ｗ
) で

は
、
五

月
の
連
休
等

天
候

に
よ

っ
て

、
充
電
不
足

と
な

る
事

か
ら

、
１

０
０
Ｗ

の
ソ

ー
ラ

ー
バ
ネ

ル
を

梶
野

氏
加
工

の
ア
ル
ミ
ア
ン
グ
ル
台

に
て

、
取
替

を
生

熊
氏
等

と
作
業

さ
れ

る
。
 

梶
野

氏
が

熊
野

修
験

一
行

を
送

っ
て
戻

ら
れ

た
の

で
、
各
自
作
業

を
中
断

し
て
直
会
弁

当
( 千

円
) の
昼
食

と
す

る
。
尚

、
浅

村
氏

は
行

者
堂

に
て
梱
包

を
続

け
ら

れ
た

。
 

イ
ン
ス
タ
ン
ト

味
噌
汁

は
、
も

は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ら

寄
贈

頂
い

た
も

の

を
使
用

し
た

。
こ

の
味
噌
汁

は
、

７
月

１
日

に
玉

岡
さ

ん
宅

に
、
医
療

法
人

や
ま
び

こ
会

・
腎
循
環
器
も

は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
茂
原

 
治

院
長
( 名
誉
会

友
) が

、
上
富
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
退
任

し
、

新
た

に
勤
労

者
向

け
( 夜

間
診
療
)

の
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
大

阪
・
心
斎

橋
近

く
に

、
１

１
月
頃

に
開

院
す

る
と

の
挨

拶
に

来
ら

れ
た
折

に
、

１
斗
缶
５
個

と
多

く
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

味
噌
汁

を
寄

贈
し

て
頂

い
た
も

の
で

す
。
 

昼
食

後
、

尊
像
荷

降
ろ

し
の
梱
包
も
終

り
、

山
上

、
大

江
、

畑
林

さ
ん

達

で
尊

像
の

配
置
替
え

と
堂
内

を
清
掃

さ
れ

る
。
 

 
 

 
 

 
 

役
行

者
像

部
材

梱
包

 
 
1
0
0
W

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
 

下
山

・
モ

ノ
レ

ー
ル

始
点

で

又
、

堂
内

尊
像
が

、
万
が

一
盗

難
に

あ
っ

た
時

は
、
盗

難
届

け
の
際

に
写
 

真
提
供
出

来
る
様

に
、

玉
岡

明
君
が
正
面

、
横

、
正
面
裏

、
下

か
ら

と
各

尊

像
の
写
真

を
撮
影

し
て

頂
い

た
。
 

川
島

は
、
行

仙
宿

と
行

者
堂
内

に
、
塩

川
正
十

郎
先

生
( 山

上
氏
撮
影
提
供
)

の
顕
影
額

を
掲
額

し
た

。
 

梱
包

仏
像

を
モ
ノ
レ

ー
ル

で
降

ろ
す

事
か

ら
１
３

時
半

前
に

、
浅

村
、

青

木
、

濱
野

、
梶

野
氏
が
最
初

に
下

山
。
最

後
に

川
島

、
玉

岡
さ

ん
親

子
が

行

仙
宿

を
下

山
。

大
江

、
畑

林
、

児
嶋

氏
は

、
ザ
ッ
ク

を
担

い
で
下

山
す

る
。
 

２
便
目

に
玉

岡
さ

ん
が

間
に

合
え
ば
待

つ
様

に
運
転

の
生

熊
氏

に
お
願

い

し
、
畑

林
秀

氏
が

上
る
際

に
、
登

山
口
水
場

の
水

を
汲

ん
で

登
っ

て
来

ら
れ

た

の
で

、
水
場

に
据
え

置
く
空

の
ポ
リ
タ
ン

を
持

っ
て

川
島

は
下

山
。
 

登
山

口
に
下

り
て
程

な
く

、
生

熊
さ

ん
と

一
緒

に
玉

岡
、

山
上

さ
ん
も
モ

ノ
レ

ー
ル

で
下

山
さ

れ
、

１
４

時
半

前
に
全
員
が
下

山
す

る
。
 

浅
村

氏
は

、
修

復
に
約
３
ヶ

月
の
猶

予
を

頂
き

た
い

と
の

事
。

進
捗
状
況

は
、

時
々

青
木

氏
に
連
絡

し
掲
示
板

で
お
知

ら
せ

す
る

こ
と

に
し

た
。
 

役
行

者
像

は
、
聖
護

院
か

ら
寄
贈

し
て

頂
い

た
尊

像
で

あ
り

、
修

復
後

の

尊
像

は
聖
護

院
へ
持
ち
運
び

に
見

て
頂

く
共

に
お

性
根
入

れ
を

し
て

頂
く

相

談
を

す
る
所
存

で
す

。
 

最
後

に
、

熊
野

修
験

・
高

木
亮

英
師
様

に
は

、
業
務
多
忙
中

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
お

性
根

抜
き
供
養

を
し

て
頂

く
と
共

に
多
額

な
行

者
尊

修
復

御
寄

進

を
賜

り
衷
心
よ

り
御

礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

熊
野

修
験
が

ま
す

ま
す

ご
隆
昌

さ
れ

ま
す

事
を

ご
祈
念
申

し
上
げ

、
今

後

共
ご
支
援

ご
協
力

を
賜

わ
り

ま
す
様

に
お
願

い
申

し
上
げ

る
次

第
で

す
。
 

( 記
 

川
島

、
写
真
; 川

島
・

玉
岡

明
・

梶
野
) 

 

行行 行行
動動 動動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

6
;2
5
→
6
:5
5
宮

井
大

橋
7
:0
0
→
8
:0
0
登

山
口

8
:1
5
→
( 先

着
8
:5
0
、

後
着

9
:2
5
) 行

仙
宿
→
9
:3
0
お

性
根

抜
き
供
養

1
0
:0
0
→
作
業
→
1
1
:3
5
昼
食

1
2
:1
0
→
作
業
→

行
仙

宿
1
3
:3
5
→
1
4
:3
0
登

山
口

1
4
:5
0
→
1
6
:3
0
新

宮
。
 

熊
野

修
験

は
、
9
:1
2
行

仙
宿

着
、
1
0
:3
0
下

山
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


